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第三章小関智弘の町工場巡礼記の研究一その(2)

第一節旋盤工の仕事

第一項人生の転機一ＮＣ工作機械がやってきた

〔Ａ〕仕事のIIL界探求化のアポリア

わたくしは，141分の専攻分11Vが労IlillTlJ場をｲiH究する“仕事の絲済学,，と

いうこともあって，人々が就いているさまざまな仕事や彼らの],Ｈ１(業ｉ１ＯＬＭ１ｉ

に対して，傍から見ると異'iliとAIAわれても{|:力がないほど強烈な好奇心や

興味を抱いてしまう(lJiIh1があります。いったん興味を抱いた仕事となる

と，その'''二界のすべてを'1%からlMllまで徹底｢1Oに調べ尽きないと気がすまな

い「妙にコリliiなところがわたくしにはあるようにＵわれます。このよう

な度をこした熱'１１癖については，jEi1(〔いってわたくし'当'身いささか持て余

し気味であＩ)，困惑を感じることもしばしばです。

この論文のテーマのひとつである，機械二［（とりわけ旋盤工）の{|難の

場合も|司様です。ちょっとしたことをきっかけにして機械工のlU:界に興味

を覚えてからというもの，あたかも機械二[と恋に落ちてしまったかのり(Ⅱき

興術状態が，現在に盃るまでずっと続いているのです。

1990年代の半ばにTl｢書店でたまたま千に入れた，小関糟i弘「大森界隈llili

人往来」（1981年，）|ﾘ川新llll社）という本を一読した時に，説1ﾘ]しがたい

うＭＡ議な感動を覚えたことが，’'１J工場のＩＭＬに典Ｉｌｊｋを抱いたきっかけであ

りました。この本を読んでから，機械二[作の仕事をLli業にしている“''''二l：

場”の人々と彼らの仕事のＩＭＬにすっかり魅了されてしまい，以来この111：

界に“ｿi)jみ付き”になってしまったのです。それから今'１に至るまで，’'１Ｊ
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工場や機械二Lについてi1$かれた書物を片端から集めては，むさぼるように

読み続けてまいりました。機械=[ﾕ作に関する入'''１書はもとよりのこと，工

業高校の機械科で使われている教科譜:や，二[学部機械二[:１７:科の学生向けに

書かれた専'１１１譜:にまで手をのばして，濫読を続けてきた次筑です。

＊大きな書)iliのli1l1こ[系書辮のコーナーを，あてもなく興味本位にブラ

ウジングしていて，ふと気がついたことがあります．ｌｉⅡ!こ[系の専|Ｍ１書

は，仙段が比較iI9にilPFjIllliであるうえに読稀)側が－部のjqiilⅡ|家に限定さ

れてしまっているために，この極の書辮は，せいぜいのところｌＩｌ１仮業

界の傍流でニッチ（すきま）Ｔｌ７場を形成しているに過ぎないものと思

い込んでいました。ところが実際はどうかというと，書ﾙiに設けられ

ている技術書のコーナーは，ビジネス杏のそれと同等か，それよりは

るかに人きなスペースを,liめていることがわかりました。とくに，イ

ンターネットを'''心にしたIＴ（情報技術）の台IjIl以来，そうなって

きているように見受けられます。しかし技術１１$のiTlii雄は，何といって

も電気二[:学と機械こ[学に関する書物であることは，言うまでもありま

せん。

とは言え，技術や技能の１１１界の探求においては，テＩｆ物を通した研究は，

あくまでも子｛ｉｌＩｉ的な知誠を仕入れるための手段にしかなりえません。書物

だけでは，仕事の初歩的で基本的な内容を:Ｗ１｝|｛することさえできないこと

が，研究をしながら徐々に分かってきました。

この点は，イi)｢究塞にこもって主としてiili字資料だけを111〔りに研究をして

きているわたくしのようなタイプのｲﾘ|:究者には，災に|ｲ〈1つたことだと言わ

ざるをえません。研究塗にリ|きこもって本や資料を読んでいるだけで，

"仕事の現場”や人々の“突際の仕事振り”を観察した総験がない者に！、Ｉ

して，仕事の世界は，少しもrlmi{象を兄せてくれないのです。
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＊ここで嫌1味な皮肉を，ひとこと椰入させてもらうことにします。

機械工の{'２事に関してひどくオンチで，仕斗肋実|膿にまったく通じてい

ない人に限って，恥ずかしげもなく雌々と，“技術I111f新は機械=[の熟練を

解体する，，とか“人'１１１労'’1はやがて)雅業ロボットに１lxって代わられ工場か

らil11えていく迎命にある,，と言った灯〔の，大げさな労ljilの未米学を展Mllし

たがる(頃１句がみられます。ｊ|職１１は人ほど，大lluな議論ができるからなので

しょうか。とにかくjIi)|:究室にリ|きこもって資料を読むだけでは，仕事のIIL

界についてｲ可事も1ﾘlらかにすることはできません。この点は深くＦ１戒をし

ておかねばなりません。

大変恥ずかしい話ですが，こんな苦い思い１１}がわたくしにもございまし

た。

「旋盤作業の実技」（1995年，班工学社）という書物を読んでいたときの

ことです。この本の第４章では主として，腕盤のいわゆるプリセッティン

グ（旋盤作業の準ｲ)||i）に関する説1ﾘ]とiii意事〕Y[が述べられています。まず

仕事の“段J1xり”を決定し，段取りを終えるといよいよ実作業に入るわけ

ですが，旋鯉の実作業を開Ａｆｉする前に，必ず３つの準I)lli作業を終えておか

ねばなりません。３つの準Iilli作業とは，以下の作業のことです。

【旋盤の笑作業に入るための準ｲjMi作業】

（１）センタの取付けとセンタ合せ

（２）チャックの１Ｍlけ

（３）バイトの取付け

旋雛のベッド上で切削作業を行う場合，Ⅱ作物（ワーク）を街えて（く

わえて）文える主jlilllとバイトを支える心抑台（しんおしだい）の双方の''’

心を、ビッタリと一致させておかねばなりません。この両方のセンタを合



’111工場のｌＭＬ：'１，１１M』ｉｉＭ､の''１１二l:場巡礼記の研究(6)

せる作業のことを，“センタ合せ，，というのだそうです。

553 

“センタ合せ”に関して，「旋盤作業の実務」の第４章では，以下のよう

な説I川がなされています。

｢センタ作業の場合，両センタで工作物を支えてlljllるので，あらかじ

め両センタを谷わせておく必要がある」（|司諜３２頁）と。

わずか1行ほどの灯い文章でもって，かくの力ⅡきiIiill1什な説|ﾘ]がなされて

いるだけなのです。ほかには，「EiijlillIのセンタは主jlilllと一緒に回転するの

で，先端の振れのないようにつねに気をつける」といった注意事項が，こ

れまた短く評かれているだけです。そしてその文章の真下に，主jlilll端（し

ゆじ〈たん）と心}''１台の''1什図が，小さいiiliLjr2の書き込みとともに柵かれて

います。センタの合せ力に関する説lﾘlは，このように一応なされてはいる

のですが，この本には，“センタ介せ，，についてこれ以上の詳細な説1ﾘjは，

どこを探しても凡つけることはできません。

始めて旋盤を操作する人が，以_上の説1ﾘIだけで，“センタ合せ，，をする

ことが可能なのでしょうか。

＊「旋鯉作業の災務」に掲載されているセンタ合せについての説lﾘI図

を，参考までにここに転載しておくことにいたします。この図は，後

に雌鰍によるfMi･切ＩｌｌＩの“労働過程”をfiiliじるl際に，ｉ])度不|Ⅲするこ

とになるからです。

普段から旋盤を)ｉＭれている－使い憤れているではありません－工

業高校の機械科の生徒であれば，この本で書かれているような簡略きわま

りない解説をもってしても，“センタ合せ，，について‐|･分班解がTTJ能なの
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【センタ合せの説明図】

センタ作業の場合，両センタで工作物を支えて削るので，あらかじめ両センタを合わせ

ておく必要がある．

旋盤はつねに両センタが合う状

態に整備して，平行な丸棒が削れ

るようにしておく．

tづけ，両センタを合わせる．① 心押台を主軸に近づけ０両センタを合

鯛整中は心1W台を

節
ペットに固定しない

タの振れをみる

心押台の鯛整ねじを使って

センタを合わせる調整目盛

の合い印を合わせれば、だ

いたいセンタは合う．

盛

主軸端に回し板・センタを取り付ける．

主軸を回転させ，センタの振れをみる．

図４．３センタの取付け．

①
②
 

心抑台中心調慾ねじ（合い印）

②先蝋が一致しない場合．

図４．４両センタ合せの要領．

かもしれません。しかしながらわたくしのような，背いつだったか旋盤を

－度だけ見たことがあるといった税度のずぶの素人にとっては，このよう

なiiiiil'1Hきわまりない説|ﾘ|だけではまったくチンプンカンプンなのであっ

て，どのように“センタ合せ'，を行ったらよいのか皆11見当がつきませ

ん。

そんなわけでわたくしは，’111工場の旋撚二l:の１１:界を理解するには，まず

'二Ｉら旋雛を“体験”してみる,必要が絶)ＭこあるとjilAって，地元の八王イ･TlJ

内にあるとある''''二[場を細介してもらい，まずｲ[来型の汎)'１旋盤の操作に

ついて特訓を受けることにしました。紹介していただいたlllrl:場の'二'１年の

社長さんが，旋猟の操作について，マンツーマンでわたくしに手ほどきし

てくれることになったのです。

｢まずモーターの電源スイッチを入れて下さい」

｢このスイッチですね」（はは－，これが例のTin紬旋盤という

奴だな！）

社長

萩ﾙヌ
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｢あなたは素人ですから，まずチタンの外ＩｌｌＩの九lllIl）をして

みましょう」

｢何iI雌Iiil鉄ではなく，チタンをつかうのですか」

｢チタンはｲillj度が低いので，送りのハンドル操作がfIiii,より容

易なのです」

｢送りのハンドル操作……？」

｢次にセンタを合わせてみましょう」

｢ｲTilをしたらよいのでしょうか」

｢……!?」

社長

萩原

社長

萩
社
萩
社

原
便
瓜
長

忍illiil強い社優は，わたくしに懇切丁寧に，児Iidiを教育するかのように優

しく教えて下きいました。予想していた皿')です。旋盤の操作はなかなか

jIlllL〈，－m')おぼえるのも容易なことではありません。

その時社長の柑示に従ってｉｌ１ｌ1つたチタンのキリコは，ＡＩＡい出になると,ｕＡ

って，今も大切に諜斎の千文liliにしまってあります。わたくしのような新

米が切ｉｌｌｌの仕事をやった場合，例えば包丁で大根をillIって|']柱の形にしよ

うとしている|ﾉﾘに，なかなか|リ柱形にならないので，右を削り左をililll）し

て削り続けていると大根の芯まで'111ってしまうことがあるように，予定皿

')の|ﾘ柱に仕上げることなどそうiliilliにできるものではあ')ません。それ

は不慣れなために，バイトを送るハンドル操作をIlilliillすることができない

からです。ハンドリング（手動Ilill御）に熟達するには，きっとｲ可年にもわ

たるＯＪＴ（実務訓練）と絲験と，’二|己啓発を必要とするにちがいありま

-ぜん。

ＮＣ=I:作機械が幾場する以前の111]。:場のlU:界では，熟練した一人iiiiの旋

燃工になるには７～８ｲﾄﾞの見習いIUlllIIが必要である，といわれておりまし

た。勿論旋盤の使い方に習熟するだけでは，一人前の旋燃]iにはなれませ

ん。金属の切iillllll二'二と－１二1にいっても，主要な切iIll作業だけでも７桃類も

あり，その'二，二I:作物の素材も形状もｌｌ１ｌ)なく多様なのですから，ベテラ
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ン旋燃工になる道は実に険しく前途遼遠であるといわざるをえません。

＊参考までに，旋盤による力Ⅱこ[の基本“７Ｗ１１り”を，紹介しておくこ

とにします。（a)外丸削l)，（１）)テーパ削り，（c)端、削り，（d)突切り（溝

入れ)，（c)1二'１ぐり，（f)火あけ，(9)ねじ切り，以上の７種です。

【旋盤工の“７illll)，'】

鞭騨澆興誕
(ａ）外丸111りり（ｂ）テー（ｃ）端（(1)突切り（ｅ）’１]ぐり（（）穴あけ（９）ねヒ

パ削りmﾊﾘﾘ（iii入れ）切り

旋盤の操作について，’'１小企業の社長さんから特訓を受けてみて始め

て，イギリスのことわざ，Practisemakespelfect・の深い意1床が，少しばか

')川解できたような気分になりました。

＊Practisemakesperfect・は，多くの英ｷﾞⅡ辞典において，習うより慣れ

ろと訳されていますが，適訳とは思われません。このことわざは，①

実践によってテストされたことのないIl1論は信)IiHできない，②形式知

よりも１１%黙知のほうが重要である，③仕事の仕力や技能はＯＪＴによ

って身につけるのが最良である，などの様々な意'床をイムプライして

います。なかなか味わいの深いことわざだといえます。

機械工作の経験をまったく持たないわたくしのような人間が，機械工の

仕事の薑世界を理解するには，活字資料の研究に終始するだけでは絶対にダ

メなのです。Iiili字資料の収集と並行して，’二|ら頻繁に機械工業の|ＩＩＪ工場の

見学を行い，１M場で仕事をしている人々からの'１１１き取りを精力的に行う必
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要があることを，ｿili感せざるを得ませんでした。

そんなわけでそれ以後，地元八王丁･TlJのⅢ1二場をはじめとして，束京都

大[111Ｚ，坐１１１区，杣奈)llUiLの)lll時Tljと横浜TlJ，新潟ﾘi1:の〕111i・三条のiTlijTl7，

長ﾘﾘﾘi1:坂城'''1と諏訪｣也方などの'１１'1,企業を，大学での本務の隙||ⅡにLliじた

ほんのわずかな'二1['三１時lHlを利)I)して，駆けずりまわってきました。わたく

しもいつのまにか，′|､関さんと同様，“''１Jこ[場の巡礼”にIﾘIけ募れる|]々

を送る身になってしまったようです。

イ|割ＭｌＵ:界を探求する_'1での最良の研究方法は，参与糾察法（Partici‐

pantObservation）－体験を通じた調査一であることは言うまでもあ

りません。しかし，災際に参与観察法を１１]いて調査を災施するには多くの

圧llMIiが伴います。ですから多くの｣L勘合，次善の策として、接調査法による

訓在が利)1]されることにな')ます゜とはいえ，ｍ接訓在法に従って仕事'１１

の現場マンにインタービューするのも，それほど容易なことではありませ

ん。irii接調杏の場合，企業ならびにLMjiルマンと、接料との||Ⅱに，しっかり

とした信〕liKiIjL1係が築かれていなければな')ません。iiIii接者は，現場マンに

対して尊敬心を持っていないと，信加関係を築くこともできないのです。

幸いわたくしは，訓森を通じて多くの友人をつくることができました。

調在を通じて得ることができたｲiilよ'）も大きな成果は，’１１]工場の機械二lﾕの

なかには'１Ｍさんのような，“この人すげ一人だな－，，とAllわず驚'１災して

しまうようなすごい熟練二[が，あちこちにたくさんいらっしゃることがわ

かったことです。特に金型作りの旋雛二'二には，超人的といってもよいよう

な知的な熟練工が多いことを知って，機械Iの'1:界がますます好きになっ

てしまったのです。

〔Ｂ〕ＮＣ工作機械がやってきた

ところで2005年の夏に，機械工業の11]小企業をあちこち訪ね歩きながら
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現場の人々の話を１%1いている'１１で，“おやつ'，とAIAったことがいくつかあ

りました。ＡMいついた点を，以~l<の三点に大雑把に盤111!しておくことに致

しましょう。

(1)節１点は，小ljMさんが書かれた‘`''１１］:場巡礼記”の多くが，’'二''１，金

脳機械]ﾕ業で仕里Ijiをしている人々の'111で，かなり広く読まれていると

いうことです。さらに言うと，1970年代に入って本格化したＭＥ（マ

イクロエレクトロニクス）革命にUMして，′|､関さんが，旋盤工として

の体験に雄づいてMIL起してきた様々な提言に，深く共1鴫する現場マン

が多いこともわかってきました。

(2)第２ﾉ&(は，いわゆる“団塊の|止代”が定年退IIMUUlを迎えて，ここ数

イｌｉ内に彼らが人品:に労IjillTlj場からリタイアしていくことに関わって生

じている'''１趣（``20071111111題，，などと11平ばれています）についてです。

け|塊のlU:代のり|退と同時に，ＮＣ二[:作機械禅人以1iiiの汎)|]こ[作機械時

代に熟練二l-iになった|止代もまた，リブ側ＴＩＪｊ封からリタイアしていくこと

にな})ます゜熱線機械11の大拡り|退｣９１が辿るにつれて，ようやく企業

や業界の力でも，これまで機械工の技能の伝承に-|･分な注意を払って

こなかった不lﾘlに気が付きはじめ，“ものづくりの技術”ではなく

‘`ものづくりの技能'，の伝承にまともに収')jlll'んでおかねばならない，

といったｌＺＷ)空気が１１}てきているように感じられたことです。

(3)第３ﾉﾊ(は，いわゆる空洞化の'''1皿です。1980ｲ'1代後半以来，労側ブノ

イくﾉIILと急激な|｣川に伴うDliiilll競争･ﾉﾉのIＷとの危機にilmiした'三1本の機

械工業は，ＬＭｉ拠ﾉA(をいっせいに〕I〔アジア洲|正|に移すことによって，

企業レベルでの競争力をﾙlli持してきました。労Ilill集約度の高い各柧機

械工業は，４Ｍﾐﾆl:場を続々と，’'１|正|その他の途_'1|玉|に移転させたので

した。大企業のilll立メーカーが，ＬＭｉ拠ﾉA(をillj外に移jlii<するにつれ

て，Illl立メーカーを下文えしてきた111小企業もまた，受注難からilix廃

業か海外移iliZiかの岐路に立たされることになったわけです。東京都の
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大ＩⅡ|〆:，東大阪，・長1111Ui1；の諏訪・IlYil谷，新潟ﾘi1:の〕伽三条などの機械

工業の集積地域は，ilil:並み事業所数の激減にIjiL舞われ，大企業の下請

けや系列取り|にのみ依ｲ｢:するリスクのi}'liさをｿii感せざるをえなくなり

ました。しかし，系列取り|から外されてしまった'１１'|､企業が生き残っ

ていくのは，容易なことではありません。ＩＥＩ本の機伽lli=[:難のクラスタ

ーとクラスターを支えてきた地域l)ijM111i場は，.長い時'１１１をかけて形成

されてきたわけですが，衰亡となるとそれこそアッという間に衰微し

ていってしまうものなのです。’三1本社会は，１１１｝外illI接投資によって国

内の)韮業基盤を破壊してしまうことのツケを，いずれはり|き受けなけ

ればな')ません。しかし最近やっと，｜正|内雌業基盤の破壊のコストの

大きさに，大企業を含むl]本社会'二|身が，気が付き始めたように見受

けられます。

′I､関さんが書いた本のほとんどすべては，llm二'二場と鉄の力ⅡIを話題にし

たものです。こんな地1床な=i掴について書かれた本が，多くの読料をもっ

ているのはいったいｲiililil〔なのでしょうか。１１１１[|]の一端は，′|､Ｉ剰さんが書い

た本には，金属機械二I:業の11''１，企業にIliIく人々にとって，リj1〈励まされる

オーラのようなものがあるからだとAIAわれます。わたくしもまた，小11Mさ

んの本に魅せられて読書を続けてきた愛読者の一人なのですが，わたくし

の場合は，チョッと変わった祝`'A(から,|､関本を読んできたといってよいで

しょう。それは，すでにこれまで繰り返し述べてきたことなのですが，あ

らためて11)論すれば，以下の二点において，′l､関さんの書いた本には，他

の本には見られないIi1il有のlilIi仙があると考えらオしるからです。

鏑一点は，ロ本の''''１，企業ｲiIl:先は，ぼう大なjli)I:究諮枝をｲ〕しているので

すが，１１ｺ小企業の維営者や労IIill稀１ｺ身によって諜かれた'１１小企業に|判する

書物となると，まことに少なく，ほぼ併無に近い状況にあるといえます。

羽生111鉄二[所･の製造課長であった森ii1iさん（製(1ｵﾆ'二|Ⅱ身）や，岡ﾘﾘﾆL業社

長の岡!B川i行さん（〈Ｍ１工llI身）が書かれた，優れたルポルタージュや経
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営諜がないわけではあ')ません。しかし，戦後}|本の金属機械二'二業の'１１]工

場で幕らした人々の，生きた労働史のドキュメント（記録）となると，小

関本を超えるものはみあたりません。小関さんは，まことに貴IEなドキュ

メントを残してくれたのです。

第二点は，［|本の機械工業は戦後，１１'〔命的といってよいほどの深く激し

い技術革新の波に襲われました。ＭＥ（最近はIＴ）技術を機械Ⅱ業に応川

したメカトロニクス技術の台頭と急速な普及がそれです。今'三lピI動111製造

工場を訪れる人は，溶接ロボットが“働く”’'１休工:場や，塗装ロボットが

"働く，，塗装工場，あるいはＮＣ二[:作機械やマシニングセンタを駆使して

部,W,を生産している]二場を見て，“二[場というものは元来こういうものな

のだ，，と思うかもしれません。しかし，それはＩｌＩｌ違いです。こんなＨ動化

の進んだ二[場は，1970年代に入るまで，｝]本には，ちらほらとしか存在し

ていませんでした。機械部,Ｈ１の]二作二[場の主役は，1970年代に入っても依

然としてＮＣ旋盤ではなく｜|]米の汎)|]旋盤でした。1970年代の後半から

1980年代にかけて，’三１本の機械工業は，ＮＣ二l:作機械の急速な杵及を背景

にして，メカトロニクス革命という技術革新の大波をかぶることになりま

した。この技術IYK新の大波を，大ｌＨ区の''1J１場で身をもって体験し，新技

術が'１１小企業に普及していくプロセスに|剰する兜Iﾘjな記録を残してくれた

のが小関さんだったのです。

メカトロニクス技術のIIIIMは，熟練技能のＺＩｉ国と言われた金属工作の分

1111に，強烈な１町盤を与えました。彩郷があまりにも深刻で広範I〃|に及んで

いましたので，1980年代に入ると，労働判l合，経営癬者団体，労liI省，国際

労I1Iill機構（ILO）などをまきこんで，Ｉ止界'１１でメカトロニクスの影響に関

する調査が行われるようになりました。それらの調在報告については，後

に詳しく検討･する予定ですが，機械Ⅲみずからが体験をもとにして，この

雌史的な技術変化の過程を記録に碗した例は，小関さん以外にあったとは

Allわれません。
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前書きが長くなり過ぎましたので，このあたりで早速本論に入ることに

致しましょう。

′l､関さ/しは，人lⅡ|Ｘ:のlll]工場を転々と移1lil)した経験を持っているのです

が，途中でllMi秘を変更することはせず，旋撚]二としての機械工のキャリア

を￣貸して歩んできました。勿論，１８歳でこ[業向校を卒業して１１１１工場に見

習二[として〕MillMlしてから’７０歳でllilli業生活から股終的にリタイアするまで

の51年間，イiilの変哲もない平穏無事な機械工人生を過ごしてきたわけでは

ありません。何度か，人生の転機といってよいような試練に遭過し，必死

になって困靴とUllって，試練を切り抜けた時期が小関さんにもあ,）まし

た。

’'''１，企業は，{谷に“好況の時は大企業に人手を奪われ，不況の時は大企

業に仕事を奪われる，，といわれているように，’二１１吸Ll][操業のような紙`断の

不安定性に悩まされ続けてきました。小関さんも，企業の倒産に伴う失業

生iiIiを，何度か経験しています。2002年のｲﾄﾞに70歳をもって退職した時

も，永年勤めきた束Ⅲ工器の倒藤が)j;〔lk1でしたから，過jlMiと倒朧に伴う失

業の時期が，奇しくも一致してしまったわけです（周知のように'１''1,企業

においては厳格な定年Ilillは施行されていません)。しかし，景気変動に伴

う灯期の失業は，雇用保険その他のセイフティネットを具Iilliした戦後の日

本社会においては，働く人々にとってそれほど決定的な脅威にはなってい

ません。

Ilillく人々にとって本当に恐ろしい脅威は，これまで歩んできたキャリア

とllMi業能力が，技術革新や経済の柵造変化によって，突如として無)１１の長

物となってしまいかねなくなることです。永年歩/しできたキャリアを'１１年

の後期に入って変更することは，誰にとっても，大変な難事であることは

間違いあl）ません。働く人々の多くは，’二ＩらのjMll業（キャリア）によって
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自己の存在iiili1ﾘｊ〔アイデンテイフイケーション〕を行っているのです。人

は，キャリアの挫折によって，アイデンティティを喪失せざるをえなくな

り，同時にアイデンティティ・クライシスにlWiらざるをえなくなるのです。

人生服大の危機といってよいかもしれません。

小関さんは，メカトロニクス革命が始まりかけた1970ｲ'三代の初頭は，’三｜

本特殊fliiil（[|特）の一次下請の''１'Ｍ崔業であった扶桑製作所で，旋盤二'二と

して働いていました。しかし1976年に，１１将と人|司製fllilの合併にともなっ

て，｜Ｊ１特の大森１場がＩ！]鎖されることになったために，Ｉ]特の下請け企業

であった扶桑製作所ＭｉＩ産を余儀なくされてしまいました。倒産とともに

'１､関さんも)賊を失うハメにな')，大森の]lMi業安定所に皿って失業保険金を

受け１Ｍながら求]IilMi勅を続けるという，うっとうしい失業者L11滴が始ま

りました。ｿiii気がちの奥さんと育棚Ｗ)の子供を抱えたllU工場の旋燃工

が，４３歳になって失業を余儀なくされるという，本当につらい試練に，小

関さんはnLnniしてしまったのです。その頃のことについて，後に'１，関さん

は，こんな瓜に|ⅡMIMしています。

「わたしは，－|ri:IＦ（1976年一ﾘ|)Ｉ]希）の秋に失業した。日本特殊

鋼の下記i二１２場として，三-'一数年の1俵史をもった'１１J]二場だったが，親会

社である'三１本特殊flliilが人|可製鋼に吸収合ｲﾉ|:されたことが決定的な要因

になって，積れたのである。正確には，廃業したと言うべきだろうけ

れど，そこで優年I1lillいてきたｲ''''１Ⅱたちは，ＩｉＩｉ【れた，潰されたと言っ

て，わずかばかりの過lliMrをもらって，全員が失業した。家から歩い

て十J1分という仙利のよさも手伝って，わたしはその'１１J工場に十二年

も居た」（｢券は鉄までが匂った｣，２８頁）

「こんどの失業は，ｉ肺が齢だけに，若いころのように気楽ではなか

った。］lMi安の求人カードをいくらめぐってみても，不況を反映してぺ
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ラボーに条件が悪い。わたしはその十二flﾐ|M1を，主として特殊鋼の鍛

造品の加工を，それも大型)Iiii盤でもりもりと荒削りするような仕事を

してすごした。求人カードにある旋雛Iはいずれも小物，精辮ものば

かりで，その方はもう'二l信がない。素人は，経験二十ｲiil年なんて'111〈

と，ベテランですね，と言うが，十二年'1Mというのは，超硬バイトが

齊及して支配的になったｊＵ１ｌｌＩｌだと,思う。わたしはその間をずっと，特

殊鋼とばかりつきあった」（同，２８～29頁）

小関さんがlWiを失った頃のＨ水経済は，これまでにない深刻な不況下に

ありました。従って，小関さんが失業を余儀なくされた直接の原|人Iが，不

況にあったことは否めません。しかし'974年から始まる不況は，｜司年の実

質成長率が戦後始めてマイナスとなった（マイナス0.24％）ことからも類

推されますように，たんに不況の底が深かっただけではありません。１９７４

年不況の背景には実は，[1本経済の詩j度成長lli1ujiiLを大きく屈折させるさま

ざまな大事件が発生していたのです。以下に，’－１本経済の成長１１ﾘL道を〃I|折

させた主要な要因と思われるものを，列挙しておくことにします。

【1974年不況の背紫】

(1)ニクソン政椛のＮＥＰ（ニュー・エコノミック・パッケージ）

①米ドルの金交換の停止，②輸入,h1,への課徴金の課税，を桃とする

ＮＥＰによって，日本の対･米IIiiii出は打撃を受けた。

(2)固定為替制から変動為替Ilillへの移行

ＩＭＦのｌＨｌ定為替Ilillは，スミソーニアン合意によって一旦は再建さ

れたが，災ポンドの固定制からの離脱を経て，変動(|illヘの移行は不Ｕ・

逆的となった。’三１本円の対ドルレートは，１ドル＝3601]]から１ド

ル＝307111に増'１１Ⅱし，日本のlliiii出環境は悪化した。

(3)供給Ilill約の顕在化

①産業公害などによる環境破壊と都TlJnIj題の深刻化，②大学進学率
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の上昇，などに伴って蒜年労|劫ﾌﾞﾉと技能州助力の極端な不足が発生

し，商度成長ﾘﾘU道の維持が困難になった。

(4)エネルギー危機の発生

1973年にＯＰＥＣ（石illIIliili出|正|機織）は，イスラエル支援国に対･す

る１%(1111の禁輸と)Wllllllli格のり|き｣二げを決定し，Illli格カルテルを維持す

るためにＩＪＩ(1111の供給IIill限に着手した。’三１本政府は，エジプトその他の

’１１束アラブ諸|正|に特使を派遣し，経済援lﾘﾉをバラまくことによって，

なんとか禁11iiiを|ﾛ|雌することはできたが，イ77111(illi格の急騰によるコス

トインフレの大波をかぶらないわけにはいかなかった。インフレを抑

えるために取られた金融ﾘ|き締めによって，’三１本経済は深刻なスタグ

フレーション型の不況に突入していった。

1970年代のiMi半に，’三1本紙済のみならず世界絲済の環境を激変させるよ

うな大事件が続出したわけです。そのため，’三１本の年率10％のiF1ji度成長jlりし

道は，大きくカーブして５％以下の低成長'|ｿL道に減速を余儀なくされるこ

とになったのです。

1965年の不況は，当時は大変深刻な不況であるとAllわれていましたが，

不況期間が１年以上に長期化することもなかったし，成長率がマイナスに

なることもありませんでした。この時の不U,Lは，成長維済のなかで起こっ

た成長率の微動〔GrowthCycle〕に過ぎなかったといえます。しかし

1974年の不況は，そのような１Ｍi環性の不況とは様相を｣IＩＩＬにしていました。

要するに，’三|本経済の商度成長を支えてきた識条件と成長の基盤が，大き

く変わってしまったのです。

大|[l区の111｢二１１場のＩＵ:界から，いつ|Ⅱ|複にlhlかうかも定かではない1974年

の不況を見ていると，イｉ１が見えてくるでしょうか。’111二[場の集積地域であ

る大l[1匹もまた，深刻な試練に直iiiすることになりました。
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第１に，公害llII題の深刻化によって正厚優大’1;業の都１１Jでの操業が困難

になるに伴って，人111区にあった大企業の工場も，続々と閉鎖されるか，

あるいは他県に移jl陵していくことにな')ました。大|[１ｌｘ:の場合，昭和島，

城南鳥，京浜島などのⅢ立地を海岸沿いに近成すことができましたので，

東京湾に浮かぶ人工の二l」業地区に工場を移転させることによって，なんと

か機械工業のクラスターを維持することができました。しかし町中にある

工場としての'１['二[場は，減少していかざるをえませんでした。

第２に，束'三１本の農業県を労働力の供給源として発展してきた京浜工業

地’1Ｗも，２０年以｣二にわたる経済の高度成長を総ることによって，労働力の

供給源がｲili渦せざるを得なくなり，労Ｉｍｌ１力の供給Iill約の壁にぶつかってし

まいました。大学進学率の上昇やサービス維済化と合いまって，高卒の新

規学卒者のｲilli保は，大企業においてさえもｌｋｌｊＭｌｉになってきました。金属力ｌｌ

工の町工場には，若者の姿はほとんど見られなくなってしまいました。

第３に，高度成長期に[|本の実質賃金水jlI(は，持続的な上昇を遂げてき

ましたが，1970年代に入ると，「従業員にこんなに商い賃金を払っていて

は採算が取れない」とボヤク''１小企業が多くなってきました。新規学卒者

の採用は，とっくの先にあきらめていた'１１小企業でしたが，’二'１途採Ⅱ}者の

確保には－継の期待をつないでいたのです。しかし腕の立つ紙験者を採用

するとなると，ベラポーに高い賃金を払わなくてはならず，「'１小企業の経

営は八方塞がりの状況に立ち至っていたといってよいでしょう。

1974年不況は，変動為枠ilillへの移行に伴う11]のj1NIllli，iliiiii入課徴金の導入

等にみられる米|正Ⅱiln商政策の保護主義への(lJi斜，石illllilli緒の急1騰に伴うイ

ンフレーションの昂進など，さまざまな斑境の変化とともに起こった不況

でした。’1本のlliiiillI産業は，これらの不《利な環境変化に対して，立ち|h]か
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っていかねばなりませんでした。逆肌に立ちliilかう方錐はただ一つしかあ

りません。商い付力１１{Illi値を２１２む製,Iii1Iを低コストで生産することによって，

国際競争力を維持していくというオーソドックスな方法以外に，対藝処する

方法は存在しないのです。

’三１本の機械工業は，1960年代になると，’－１本の輪Ｉｌｌを支える雅幹産業に

まで成長してきていました。船11[|やＭｉｌ１Ｉ１などの輸送川機械，正機械（ク

レーンやプレス機械など）などの一般機械，電気機械，粘密機械（カメラ

や時計）など，機械こ[業４分11Vのすべてが，lliiiillI産業として成艮してきて

いました。llI向とエネルギー危機は，これらの基幹的IliiiillI産業の|正|際競争

力を，ハンマーで脳天をぶちiMllるかのように，直撃したのです。日本の機

械｣二業は，このような深刻な危機から脱}lＩするために，高い付力lllllli値を生

む製,W'１を低コストで１Ｍ臆する道を歩んでいく以外に，これといった方法は

ございませんでした。

危機からの脱出は，見事な成功を収めました。造船業など，危機への対一

処に手間取った産業も若干．ありましたが，おしなべて三'1態は成功繩に巡行

したといえます。原illl｛llIi格の大'l1iiiな１２外にもかかわらず，［1本の経常収支

の黒字基調は僻らぎませんでしたし，ｌ]本紙済の体質は－１剛ｉｉ化されさえ

したのでした。

成功の秘密は，一体どこにあったのでしょう？

わたくしは，成功の秘密を解く鍵として，以下の三点を重視したいと思

うのです。

（１）雁)Hの安定を優先させる協力的労使|判係

（２）メカトロニクス革命

（３）トヨタ生産システムの1M１F及

以上の三点です。(1)と(3)については，別化|のテーマですので別の機会に
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論ずることにし，ここで議論するのは搾えたいとAllいます。ここでの検討

事JIIは，(2)のメカトロニクス革命についてです。

［１本の機械工業は，労|勅ﾉj不足を背最にした賃金燃発と，１']高に伴うlliii

ll1Illli格の｣１列によって，ピンチにlWiってしまいました。ところが，機械二[：

業がピンチに１１｢Iiった1970年代の初頭から，）雅業川ロボットと並んでメカト

ロニクスｊ１１１ｆ命のもう一方の桃である，二[作機械のＮＣ化が急速に進んでい

ったのです。

詳細については，後にあらためて検討する予迷ですが，機械工業の動向

を大雑把にＩＭＩ(しておくために，工作機械受liLi名高に,liめるＮＣ工作機械

の比率一ＮＣ比率一を兄ておくことにしましょう。

【ＮＣ比率の椛移】

1970年

1971年

1972年

1973年

1974年

1975年

1976年

1977年

1978年

1979年

1980年

1985年

1990年

1995ｺﾞド

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
 

２
５
８
９
１
５
７
６
８
２
９
５
１
８
 

１
１
５
７
９
０
７
０
５
３
９
３
３
９
 

１
１
１
１
１
２
２
３
３
４
４
７
８
８
 

(｢工作機械統計要'覧』平成７年版よりリ|)1)）
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ＮＣ工作機械の生産と利Ｉｌ１が，［１本の機械こ[業において本格的な普及を

みたのは1970年代であったことは，このＮＣ比率のデータを一見すれば

明らかでしょう。’'三l米の汎)11工作機械とＮＣ二L作機械の比較については，

次頂において詳しく検討することにしますので，ここでは工作機械のＮＣ

化が，大企業から始まりながら'1''｣､企業においても，ほぼ同時期にまたた

くまに進行していったことを雛認するにとどめたいとMAいます。

′ｌＭさんがｌＭＩｉを失った1970年代の'１１葉は，笑をいうと，日本においてメ

カトロニクス革命が1960年代の助走ｊＵｌＩｌＩ]を終えて，遂に本格的なスパート

を|｝'１始した時期とピッタリZIiなっているのです。ですから小関さんは汗再

就]ＩＭＩに|祭して，これまで歩んできた旋燃工としてのキャリア，特に精密力ｌ１

工を必要とする小物の量産ではなく，人物特殊鋼の切削加工による多祁小

量Lli産を得意分野にしてきた，みずからのキャリアを考慮に入れつつ，メ

カトロニクス革命の巡行を横'二|でにらみながら，金属力ll工の１１１J工場でこれ

から牝き残っていくための作戦を，Ｉ真正に立てることにしたのです。小関

さんが出した一応の結論は，思い切って汎川旋燃工からＮＣ旋雛工に“jllZi

職，，することでありました。

，|､關さんは，小説やエッセイの書き手でもありましたから，雑誌社から

の》;(縞依頼も多く，失職する前にすでにメカトロニクスに関する原稿依頼

も受けていました。また，技術革新が技能工の熟練に及ぼす影響について

も以前から関心を寄せていましたので，メカトロニクス関係の文献にある

栂度は通じていました。しかし，実際にテープをパンチしてプログラムを

つくり，テープで数値Ilill御をしながら旋盤を操作して金属を力Ⅱ二Ｌした経験

は，まったくありませんでした。汎)11旋盤しか使えない旋盤工が，いくら

旋盤工であるからといって，ＮＣ旋盤についてキチンとした内容のある文

章が書けるかというと，そうはⅡ||屋が卸してくれません。小関さんは，

ＮＣ旋盤工への転換を決意したときの状況を，以下のように回想していま

す。
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「ＮＣ旋鰕というのを，わたしは二L作機械の見本市で，遠まきにし

て兄たていどにしか知らなかった。わたしが渡り歩いたようなllU工場

ではそれは高｛iiiiの花だったし，わたし[|身は卓_Ｍ１卓すらさわったこ

ともなかったから，コンピューターとか数値ilill1fllなんてものとは無縁

に生きてきた。わたしは，ちょうど失業'1]だったのと，二L作機械関係

の雑誌にエッセイを書いていたこともあって，－１１１㎡ド（1976年一ﾘ|)|］

者）の晴海の二l:作機Wl1UMeTIJに通算三'三ＩｌＩＩ１通った。三'三''''1ｍっても，

わたしはＮＣ機については，ついにひとことも書くことができなか

った。口惜しかった。なさけないほど恥ずかしい`い､をした」（｢春は

鉄までが匂った』1979ｲﾄﾞ，3011）

「かつてわたしは，労I1Ml肴の述jlW意識について書いた文章で，“プロ

グラマーの刑'んだ，無いテープの小さな孔ぼこからだって，きっとL上

身の人間の声をききだせるにちがいない，’〔｢jlﾘ''三Iジャーナル』「'11J工

場のか夕旋盤の陰で」1974年１)1〕と言い切った。今iilii島の不Ｉﾘ]を1110

じて，わたしはjlilIl業iilll純校をたずね，ＮＣ旋盤が'１'fいてある1111工場を

歩き，ＮＣ機に関する入''１１書に赤線をリ|いた。入''１１書の)Ⅱ語を理解す

るための入|Ⅱ|書がほしいほど，わたしにはチンプンカンプンだった。

けれども失業が，天忠に変わった。関係したその雑誌社の骨折りと，

池貝鉄工の好意にも恵まれて，トレーニングスクールに通うことがで

きたのは昨年〔l977flﾐｰﾘ|)1]満〕〕の，まだ木枯らしがllkきすさぶ厳

寒のざなかだった」（同上，３０頁）

大[１１区の１１１]工場で仕事をしている機械工は，大'１１区が京浜二l:業地帯の一

角（というより'''心といったほうが適当かもしれない）を,!iめていること

もあって，機械工業に関するあらゆる情報に，容易にアクセスすることが

できるのです。このような地域ぐるみの情報共有こそが，Ｊ:業クラスター
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が持っている外部経済の代表例といってよいかもしれません。

１１１/ililM1lilnriは，東京湾に浮かぶ｣Ｌ１Ｉｌめ立て地の一つに過ぎませんが，ｌＩｉｌ伽

i1ilmF1の'１１には，｜正|際見本ＴＩＩの会場として利)11できるほどの広大なスペース

のここ地がｲii(i:保きれています。そのため，これまで様々な国際),L本Tl丁（フェ

アー）が，llili海で|刑催されてきました。わたくしも学生時代に，｜玉|際見本

市を見物するため何度かlli糊に行った記憶がありますが，二[作機械のニュ

ールックとしてＮＣ工作機械のｌ１ｉｌ際凡小Ｔｌ丁が最初に開催されたのは，イWliか

1972年のことではなかったかとILXいます。その４イド後に開ｲii1された1976イド

の国際見本市に，小関さんは311IlllMnいつめ熱心に見学をしたそうなの

ですが，当時の小関さんにとってさえＮＣｌ:作機械がどういうものなの

か，まったく“チンプンカンフ゜ン”であったというのです。

大}１１１ﾒ:の機械こ[や111J工場の社長さんたちにとって，ＪＲの蒲'１１駅から新

橋駅まで髄Ⅱ|Iで20分もかからないところにあるlIiI伽で定期的に行われるｌＥｌ

際几本Tljを)ｉＷ：（見物）することは，ｉｉ]:戸時代の'111人たちの物兄遊''1に近

いものであったといってよいのかもしれません。［1本の工作機械藤業は

1970ｲ｢代に入ると，｜阯界のTII場にiliしていく力品をすでに十分ｲilliえてきて

いましたが，機械こ[が，二[作機械の先進|正|であった（西）ドイツやアメリ

カの新製,w,にじかに触れることができる機会は，１正|際見本Tljを除いて他に

ありませんでした。｜到際見本TlTは，二[:作機械のそれに限らずいずれも朧＃'1

で，’IiIi抑l1iimは述'三'人出でごったがえしていたのを，わたくし'≦'身も体験

しております。

ＮＣ=l:作機械は，名古屋の三菱製作所が１１本で1莅初に導入したといわれ

ているように，まず大企業に導入されていきましたが，まもなく大森や術

'１１の'''1］:場にも人')始めていきました。′|､関さんに限らず，大''1区の'''１］」

場の機械こ[や社l芝さんたちすべてにとって，ＮＣ二[作機械との対ｍは，本
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当に'二|が||玄むような衝撃的な出来ｴ|ｲであったといってよいでしょう。大|Ⅱ

区の四糀谷で現在も''１J]功を経営する芥啓製作所の前１Ｍ２の谷内啓二さん

は，1972年のI1i1i海の国|礫見本TlJにおいて始めてマシニング・センタを見た

時のショックを，以下のように述べています。長いりlllIになって''三'し訳あ

りませんが，貴重な記録ですので全文ﾘⅡ|Iしておくことにします。谷|ﾉﾘ啓

二さんは，鉄やアルミで作られている〈'i詰川の缶の“ふた，，（蓋）を，ｆｌｉ

き')なしで安全に開けることができる，イ『名な“プルトップ型，，の謡を|)Ｍ

発した金型屋さんです。

「1972年ごろ……時代はニクソンショック，オイルショックという

ころだった。私はこ':作機械の見本市を來京･lIi伽の会場に見に行った。

そこで'二I動で金型をつくることのできる，切ｌｉＩ機lilI1iが展示されるとい

う'噂だったからである。初期のＭＣ（マシニングセンター）というや

つである。

それまで金型二I:といえば，ヤスリで削る，ハンマーで1''１〈といっ

た，ある意味，ＤＭｆｉｉＩ９な方法で，旋盤にllY1)つけた素材を力Ⅱ]几て金

型をつくっていた。“トンテンカン，トンテンカン，，とハンマーで'''１

きながら，ヤスリで'１１１１って141分の'三|で｛iM1かめながら二'二夫していたので

ある」（｢東京元気工場｣，５２頁）

「その'三１，会場のＭＣの前まで行き，｜ililll正をのんで見ていると，機

械が１４１動的に刃物を当てて素材を切り|})している。私たち職人が何[1

,,Ｉもかけてする仕小を，もび)の数十分で終えてしまった。僻然とし

た。

まったくの素人が，ＭＣのボタンをｌｌｌ'せば金型ができてしまうとい

う時代になったのだ。私はその二[税を凡たとき，機械のiiiで泣き)j))れ

た゜

“俺の人上上はｲiﾘだったのか……，，」（'司｣i，５２～53瓦）
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「親方にひっぱたかれ蹴飛ばされ，苦労して修行した経験はいった

いなんだったのか。十代の修行時代がまざまざとAlAい出された。この

ときの涙は修行時代の涙とはIﾘIらかに迷うものだった。

“私たちのようなllMi人はもう必要ないということなのか。あんまり

ではないか”

私が泣き泣きこ[場へ帰ってくると，私の帰りを待っていた知')今い

の営業マンが言った。

‘`谷|ﾉﾘさん，どうした/しですか？「|にゴミでも入ったのですか？”

“じようだんじやねえ。こっちは悲しいから泣いてんだ”

そう言ったのを今でもはっきりと覚えている｡」（同上，５３頁）

谷内さんは，1931年嵩lIlﾘ｢し氷見Tlj（ひみし）の生まれですから，晴海の

国際見本Tl丁でＭＣに始めて接して，リＭ!なショックを受けたのは41戒の

時でした。lIiHf11-桁』|iまれの（熟練）機械工が40歳代に入って，メカトロ

ニクス革命に伴う熟糾〔技能の“無月}化”の脅威にさらされてしまったので

す。′l､関さんや谷|ﾉﾘさんのこうした事例から|ﾘlらかなように，大森やiilill1

の''''二L場の世界に』ｋきてきた昭和一桁１kまれの機械=[は，４０歳代という11］

年の後期に入って，人１１三の一大危機にuIilmさせられてしまったのです。

否，話は大'111ﾒ:内にかぎりません。実際のところ，’三|本'二'１の機械工が敢え

て言えば世界'１]の機械工が，メカトロニクス111〔命の大波をかぶりつつあっ

たのでした。

′|､関さんは，メカトロニクス革命の大波にどのように対)芯していったの

でしょうか。これから，｜|]米の汎)Ⅱ旋盤を使う旋燃ＩからＮＣ旋撚工への

転換のプロセスを，詳しくみていくことにしたいとAllいます。

（2005ｲ|え11月20日脱稿）

〔追記〕水稲は，lTil僚であった村１１]仁三郎さんの退]Wiを記念して，書か
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れたものです。村'二|]さんは，専１１１１領域がわたくしと同じ労働の分野で

ありましたが，専門の労働の分野で意見を交わしたことはほとんどあ

りませんでした。村申さんの主要なWl:究分111γは，鉱|｣｣労働史でした

が，わたしの興味は|÷|動車などの機械二に業であったことによるのでし

ょう。しかし専門外のことでは，よく議論をしたものでした。二人と

も春日庄次郎という印刷工出身の労働連動家を尊敬していたからかも

しれません。惜別。
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LaborWriterTomohiroKosekiandthe 

Machi-kohba'ｓWorld(Part６） 

SｕｓｕｍｕＨＡＧＩＷＡＲＡ 

《Abstract》

TolnohiroKosekiisawell-knownlaｂｏｒｗｒｉｔｅｒｗｈｏｈａｓｂｅｅｎｗｏｒｋｉｎｇ 

ａｓａｓkilledmachinistforoverfortyyearsinTokyo､Ｈｅｈａｓｐｕｂｌｉｓｈｅｄ 

ｍａｎｙｂｏｏｋｓｉｎｗｈｉｃｈthelifeandworkoffactoryworkersｉｎｓｍａｌｌ 

ｆａｃｔｏｒｉｅｓａｔＫａｍａｔａａｎｄＯｈｍoriaredescribedveryvividlyandin 

depthThesepublicationscanberegardedasanexcellentcollectionof 

laborhistorydocumentsinthepost-warJapan・

Thearticleattemptstodescribethecareerpatternsofskilledfactory 

workersinTokyobyutilizingtheKoseki'swritings､Asmallfactoryin 

towniscalled“machi-kohba，，inJal)anese,Thearticlefocusesupontwo 

specificpointsthatarecareer-patternsofmachi-kohbaworkersand 

theirskillformationprocesses､Thisarticlecoversthefirstsectionin 

thethirdchapter． 


